






最近 MCLS の心臓障害と急性期の治療との関係,特に副腎皮質ホルモン及びアス

ピリンと冠動脈瘤発生頻度との関係が検討されている。当科では昭和 47 年以

後殆ど本症の治療に副腎皮質ホルモンは使用されず,昭和 49 年以後はアスピリ

ンが治療の主体となり血小板増加の著明な場合ワーファリンが加えられるよう

になった。


